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総 括 評 価 表
重点課題 １
「学習指導の改善と確かな学力の向上」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
①進研模試３教科 1年7月→2年11月 ①進研模試３教科 1年7月→2年11月
過回対比偏差値45.0以上の人数比較 70%以上 過回対比偏差値45.0以上の人数比較 74.4%

Ｂ
評定

（全体レベル） (75.0％目標→62.2％)
指導方法の工夫・改善を ②１日の平均学習時間 1.0 時間未満の生徒数 ②１日の平均学習時間 1.0 時間未満の生徒数 63人

行い，基礎的・基本的な知 60人以下(60人目標→78人) 学年別進路保護者会出席率 Ｂ
識・技能を習得させ，これ 学年別進路保護者会出席率 55％以上 65.8%（２学年はリモート接続数で算出）
らを活用して課題を解決す (55％目標→50.9％)
るために必要な思考力，判 ③生徒による授業評価「理解が深まっている」 ③生徒による授業評価
断力，表現力等，確かな学 生徒割合 85％以上(85％目標→80.5％) 「理解が深まっている」 81%

Ｂ
力の向上を図る。 「興味・関心が高まっている」生徒80％以上 「興味・関心が高まっている」 81%

(80％目標→72.3％) Ｂ Ｂ
（下位組織レベル） ④図書貸出冊数一人 7.5冊以上 ④図書貸出冊数一人 5.28冊

(10.0冊目標→6.78冊) 生徒一人あたりの入館回数 9.95回 Ｃ
①基礎学力，受験学力の向 生徒一人あたりの入館回数 10回以上
上 (10回目標→8.92回)

⑤進路に対する高い意欲を有する生徒の割合 ⑤進路に対する高い意欲を有する生徒の割合 82.3%
②家庭学習の習慣化と家庭 85％以上 (85％目標→76.5％) 進路決定率 92.0％(3/15現在)
との連携 進路決定率 100％(100％目標→97.8％)

③教科指導力の向上と授業
の質的転換

④読書習慣の定着化，読書 活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見
内容の向上 ①-1 学力養成講座（補習等）の効果的な実施と ①-1 早朝，放課後，長期休業中の補習について，可能な限り組織 学習時間は増 基礎学力の向上と家庭学習 ①-1 課題解決への

時間の確保(進路) 的・計画的に実施した。週２日（月・火）の放課後，２時間の補習 加し，定期考査 の習慣化は強く連動している。自主性確保（宿題
⑤進路意識の高揚 時間を確保した。３年生は朝補習のほか，小論文，面接等の指導を を軸に学習習慣 受験学力の向上も生徒や保護 との相違性）

組織的・計画的に実施した。 をつけるという 者への意識付けも重要である。①-2 補習時間，教
①-2 個別指導の効果的な実施と学習環境整備 ①-2 個別指導の場を工夫し，生徒個々のニーズに応じた学びの提 目的はある程度 補習の実施や工夫した個別 員の確保，個別指
(進路) 供と弱点の克服に資することができた。欠点保持者に対して個々に 達せられた。し 指導,週末課題ではアフターケ 導場所の整備

学ぶ手立てをきめ細かく指導した。学習進度に応じてバランス良く かし，家庭学習 アとフィードバックがなされ，①-3 継続実施
計画的に週末課題等を与え，アフターケアとフィードバックを行った。時間が１時間未 家庭学習の習慣化による学習
家庭学習の習慣化と学習内容の確実な定着が図られた。 満の生徒数はま 内容の定着化が図られた。多

①-3 基礎的・基本的知識等の定着(各教科) ①-3 単元の途中などに適宜小テスト等を導入し形成的評価を行う だ多く，生徒の くの取り組みに，成果が見ら
とともに，課題テストを実施し，基礎・基本的内容についての理解 意識変革と自力 れるので今後も継続されたい。
度を把握した。 学習力の育成が

②-1 学習時間記録の効果的な活用(学年団) ②-1 「家庭学習時間調査」を実施して定期的に学習状況を把握した。課題である。 早期からの進路指導により
学習成績との相関関係を分析し，進路実現に向けた指導に役立てた。 進路に関する情 生徒や保護者の意識を高め,目 ②-1 1年生，保護
②-2 次回の授業内容に直結した「読む・調べる・書く」等の課題 報提供について 標のブレや安易な妥協の流れ 者への徹底
を与え，予習したことに価値がある授業を展開した。これに取り組 は，早期及び継続 を阻止することができた。 ②-2 「予習→授

②-2 予習を前提とした授業展開の工夫(各教科) ませることにより，新しい興味・関心，知識をもたせ，これらを応 的に行っている。 業→復習」サイク
用して問題を解いたり議論した。 今後，１年次から ルの確立と予習の
②-3 定期考査前１週間を学習週間とし，各教科のバランスを取り の進路講演会や学 習慣化
ながら取り組みやすい課題，時間がかかる課題等を織り交ぜて提供 年集会等で読書に ②-3 継続実施
した。 よる知の構築の推 ②-4 学習ガイダン
②-4 昨年度に引き続き，外部施設を利用しての開催となった。進路 進等も含め，より ス的内容の伝達

②-3 課題の効果的な提供(各教科) 指導主事，学年主任等が，生徒の学習状況（家庭も含む），入試制度， 進路意識を高め，
保護者としての心構えと必要な準備等について，各学年に応じた説明 目標のぶれや安易
及び依頼を行った。２学年はコロナ禍のためリモートによる開催とな な妥協の流れを食

②-4 学年別進路保護者会での効果的な情報提供 ったが，多くの保護者に参加いただけた。 い止めることを目
(進路，学年団) 指す。

③-1 授業公開，研究授業の活性化(教務,渉外) ③-1 授業を参観する公開授業週間（9/10-22，11/1-12）を計画し， 共通テスト導入 カリキュラムマネジメント ③-1 参観ポイント
授業改善及び授業力向上研修を効果的に実施した。空き時間が同じ ２年目であり，最 により生徒の学びをより明確 の掲示とアドバイ
教員が教科を超えたチーム，ペアになり授業を参観し，放課後等を利 新の入試動向等， にし，効果的な授業運営に生 スの焦点化
用して事後研修を行った。 生徒の進路実現に かされている。尚一層の成果 ③-2 継続実施
③-2 分かりやすさ，新しい知見の獲得，将来とのつながり，学ぶ面 向けた多くのヒン を期待する。 ③-3 学びの振り返



- 2 -

③-2 生徒による授業評価の工夫(各教科，渉外) 白さ，学力向上の実感を視点に授業評価を実施。 トを提供すること りの習慣化
③-3 生徒の学びとそのプロセス，既習事項及び今後学ぶ単元との系

③-3 カリキュラムマネジメントが機能している 統性を考慮した授業が展開できた。また，常に学習のねらいを意識し，
授業展開(全教員) これを生徒と共有できている。 ができた。学年ご

④-1 魅力ある図書館づくり(情報・図書) ④-1 「図書館だより」を毎月発行し，本年度からはホームページへ とに具体的な課題 積極的な読書活動が，学力 ④-1,2 継続実施
掲載するなど，広く啓発活動を行った。 提示ができ，受験 向上に結びついた中学校があ

④-2 学習と読書の関連性強化(情報・図書，全教員) ④-2 国語の授業やキャリア教育の調べ学習等で，図書館の積極的な に向けた学習への る。本校は以前から県下でも
利用を図った。また，進路指導室では，大学入試（小論文対策等）に 意識変革につなが 図書の貸出し数の多い学校で
限らず，知の構築を目指す魅力的な本を多数提供した。読解力の向上 った。与えられた ある。大学入学共通テストで
とともに自ら学び自ら考える力を育む機会となった。また，新たな興 情報や提案を生徒 も読解力が要求されているの
味分野発見の手がかりとなっている。 自身が自分なりに で読書指導の充実を望む。

⑤-1 進路情報の収集と効果的な提供(進路) ⑤-1 受験後に提出した「受験報告書」（小論文，面接，感想等）過 解釈し結論を出す 受験の動機，必要性，何の ⑤-1 情報の全職員
去問（赤本・青本等）を整理し紹介した。進路室利用ガイダンス等に 力の育成が課題で ための学問かなど核心に迫る 間での共有化
より，１・２年生の来室人数，資料活用が増えた。進路選択が現実の ある。 働きかけを希望する。早くに ⑤-2 継続実施
ものとなる３年生に対しては，大学及び予備校等から全国レベルの変 進路志望の決定ができれば， ⑤-3 ハローワー
化等の情報を得るとともに，精度の高いデータを担任と共有し，きめ 勉強の仕方も見えてくるため，クとの密接な連携
細かな進路指導を行った。出願対策，進路先決定に資することができ 色々な情報をわかりやすく生

⑤-2 進路ガイダンス及び進路保護者会（説明会， た。 徒の伝えて欲しい。
講演会等）の充実(進路) ⑤-2 12/13 １・２年生を対象に進路講演会（リモート）を実施した。

進路指導主事が，入試制度のほか，それぞれの学年の現状，今そして
これからすべきこと等を具体的に伝えた。自己実現に向けて必要な知

⑤-3 就職希望生徒への指導の強化（進路） 識，情報を得るとともに意識改革が図られた。
⑤-3 生徒本人や保護者の考えを十分に聞き，また，個人的な相談に
応じながら適切な進路先決定に努めた。履歴書，志望理由書作成を通
して，社会生活上の基本的な、マナーやコミュニケーション能力等，
社会人・職業人としての基本的な能力を培った。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった



- 3 -

重点課題 ２
「支えあう仲間づくりと人権教育の推進」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度
評定 総合評価

総合評価（評定）
①人権学習ホームルーム活動満足度90％以上 人権学習ホームルーム活動満足度92％
（90％以上目標→96％)

Ａ
評定

（全体レベル）
学校教育活動全体の中 ②個別人権課題「同和問題」実施回数 1回以上 各学年とも年間１回以上実施

Ａ
で，人権に関する理解を深 （新規）
め，人権感覚を養い，人権 ③校内外研究大会，研修会参加率 70％ 校内外研究大会，研修会参加率 100％(オンライン開催含む） Ａ
尊重の精神を涵養する。 （100％目標→０％) Ａ Ａ

④地域研修会への参加教員数 10人以上 地域研修会への参加教員数 10人 Ａ
（下位組織レベル） （10人以上目標→７人)

①人権が尊重される人間関 ⑤特別支援教育相談活動に係わる職員の満足度 特別支援教育相談活動に係る職員の満足度 96％
係づくり，仲間づくり 90％以上 Ａ ⑤ スクールカウン

（90％以上目標→75.7％) セラーの活用につ
②人権学習，啓発活動の充 いての周知方法を
実 改善する。

③教職員研修の充実 活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見 ① 継続して実施
①-1 落ち着いて学習できる環境作りの促進(全教員) ①-1 すべての教科及び人権学習において協働学習が取り入れられた。 人権に関する様

④家庭や関係諸機関等との ①-2 生活実態調査や個人面談等で，いじめの実態把握と対応が迅速 々な話題に継続的
積極的な連携 ①-2 生活実態調査の実施や個人面談等でいじめ に行われた。 に触れる活動によ

の実態の把握および対応(人権，生徒指導) り，大多数の生徒
⑤特別支援教育の充実 ②-1 個別人権課題「同和問題」ホームルーム活 ②-1 様々な人権問題を，3年間を通して系統的に学習できるように実 にとっては，支え 全般的に活動計画に沿った取 ② 3月の映画会や

動の計画的・継続的な実施(人権) 施した。 合う仲間づくりが り組みができている。 講演会は，新たな
②-2 人権問題啓発講演会，映画会及び校内人権 ②-2 3月に映画会を行った。また，6/14切原宏和氏による「同和問 できている。一方， 気づきを生みやす

問題意見発表会の実施(人権) 題について考える」と題した講演会をオンラインで実施した。10/5生 自分の感情をコン いため，来年度も
徒代表5名が個々の視点で人権問題についての考えを発表した。 トロールすること 実施する。また資

②-3 生徒の主体的な啓発（交流）活動の企画・ ②-3 じんけん部員がオンラインも含めた「中・高生による人権交流 が苦手な生徒も残 料「知って考えて
実施，成果等の発信(人権) 集会」に参加した。 念ながらいる。 行動しよう」をさ

②-4 「阿波高人権の日」に係る生徒主体の啓発 ②-4 人権委員会では，資料「知って考えて行動しよう」をクラスで また新型コロナ らに有効活用した
活動の実施(人権) 案内することができた。 ウイルス感染症対 い。

③-1 指導方法の工夫・改善を図る研修会の実施 ③-1 学年別研修会および先行授業研究を行い，管理職・主事とも参 策で，校外との交 コロナ禍の中，思い通りに ③ 多忙な中ではあ
(人権) 加し，活発な意見交換ができた。 流がほとんどない 動けない日々ではあったが、 るが，教員研修を

③-2 各種研究大会，講演会への積極的な参加と ③-2 オンラインも含め，実施された各種研究大会や講演会には，複 ため，客観的に評 様々なツールを用いてできる 充実し，教員の知
報告の徹底(人権) 数の教員が参加した。 価する機会を持ち ことを学ばれた１年だったの 識のブラッシュア

③-3 生徒と学ぶ研修会の実施(人権) ③-3 講演会の内容や人権の日の動画視聴について，生徒の感想を読 にくかった。 ではないか。先生方のご苦労 ップを図る。
んだり，ＨＲ担任や教科担任が授業の折に話題に触れることで共に学 現状をさらによ に感謝します。
んだ。 くするためには，

④-1 保護者への啓発活動の実施(人権) ④-1 人権の日の資料「知って考えて行動しよう」を保護者に届ける 学習する機会のさ 学校の取り組みを保護者に ④ 資料やHPを利用
④-2 地域や市役所等との連携(人権) ことが積極的にはできなかった。 らなる確保が必要 届けることについて今後とも して，保護者への

④-2 阿波市人権研究協議会の事務局を行うことで，地域のこども園 である。 工夫すると共に実践して欲し 啓発活動を活発に
および小・中学校・高等学校との意見交換ができた。 い。 したい。

⑤-1 特別支援体制の確立(教育相談) ⑤-1 生徒・保護者が安心して学校生活を送るために，各ＨＲ担任と 特別支援教育に 今年度より教育相談として ⑤ 生徒・保護者が
⑤-2 相談活動及び専門機関等へのコーディネイ 保健室・教育相談課員の連携をさらに深めることができた。 ついては，スクー スクールカウンセラーの先生 さらに安心して学
ト(教育相談) ⑤-2 スクールカウンセラーが年間90時間来校してくださることで， ルカウンセラーの が継続的に来校してくれるよ 校生活を送れるよ

⑤-3 教職員の生徒理解，支援能力の向上(教育相談) 学校での相談体制を作ることができた。 配置により，生徒 うになったことはよかった。 うさまざまな活動
⑤-3 7/5 池田支援学校美馬分校教諭 平岩真知氏を招聘し「合理的配 ・保護者・職員の 悩みが小さいうちに相談でき を提案していきた
慮のとらえ方について知る」の講演・演習を行った。 相談・解決がスム ることも大切であることを生 い。

ーズに行われた。 徒に教えて欲しい。
さらに，校内での
連携を高めていき
たい。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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重点課題 ３
「自己実現と社会貢献意識を高めるキャリア教育の推進」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度
評定 総合評価

総合評価（評定）
①基礎的・汎用的能力に関する「人間関係形成・ ①７月と1月に調査し，その変化を数値化して評価した。調 ① 成長に対する自
社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課 査は，「４つの能力」各々に当てはまる具体的な複数の項目 評定 己評価の評価指標

（全体レベル） 題対応能力」「キャリアプランニング能力」の の達成状況を回答する方法で行った。 を再検討していく。
４つの能力について，調査指標の値の増加が10 「人間関係形成・社会形成能力」・・・5.0ポイント増加

自らの成長に気づかせ， ポイント以上 「自己理解・自己管理能力」・・・・・5.0ポイント増加
Ｃ

自己の価値観を形成させな （10ﾎﾟｲﾝﾄ以上目標→7.5，7.5，7.5，7.5） 「課題対応力」・・・・・・・・・・・7.5ポイント増加
がら進むべき道を描けるよ 「キャリアプランニング能力」・・・・5.0ポイント増加
うにさせるとともに，地域 成長に対する自己評価という認識を持たせる働きかけが，必
社会に貢献しようとする意 要である。来年度以降は，調査内容を再検討していく。 Ｂ Ｂ
欲を高める。 ②社会的課題に主体的に向き合い，社会に貢献し ②７月と１月に調査し，その変化を数値化して評価した。

ようとする意欲について，調査指標の値の増加 本年度は，１２ポイント増加した。「総合的な探究の時間」 Ａ
（下位組織レベル） が10ポイント以上 で，地域の課題解決に取り組むことで，社会に貢献している

①「キャリア・パスポート」 （新規） という実感が高まったと考えられる。
を核としたキャリア教育 ③主権者教育に関する活動をとおして，「政治や ③政治への関心度は，９０％で目標達成することができた。
のプログラムの充実 選挙への関心が高まった」と回答した生徒が９

Ａ
０％以上

②地元自治体や企業と連携 （新規）
した「地域探究活動」の 活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見 ①-1 継続実施
推進 ①-1 「キャリア・パスポート」に関する内容の ①-1ホームルーム活動や「総合的な探究の時間」に設定し，予定どお ２年生の「総合 キャリア教育は，人生設計 ①-2 探究の手法の

授業時間数を年間６時間とする(AWA未来創造) り実施した。 的な探究の時間」 の中核に関わる重要事項であ 習得について，更
③主権者意識を高める教育 ①-2 大学や企業との連携をはかり，アカデミッ ①-2 徳島県立総合教育センターによる「科学の誘い」に参加した。 における阿波市や り，学習成果も上昇すると考 なる深化をはかる
の推進 クインターンシップを実施する （総探） 鹿島建設が作成した探究の手法に関するテキストを活用した。他に， 上板町との連携の える。さらに充実推進して欲

新型コロナウイルス感染症の影響からZOOMによる実施もあった。 推進により，生徒 しい。
② 地元自治体や企業との連携を推進し，課題研 ②「総合的な探究の時間」において，阿波市や上板町の施設や小学校，の研究内容に深ま 地元自治体や企業との連携 ② 継続実施
究の取組の発展をはかる（総探） こども園で校外研修を行い，さらに，阿波市役所の職員による講義を りが見られ，地域 は，将来の自らの生活の場で

学校で実施するなど，阿波市と上板町との連携を推進し，課題研究 の課題を認識， ある領域を考える絶好の機会
の取組の発展をはかることができた。 その解決に である。さらに支援をお願い

向かう姿勢が表 する。
れてきた。

③-1 主権者教育教職員研修会の実施(公民科) ③-1 4/9予定通り実施した。 主権者教育を， 主権者教育は，自らの生き ③-1 継続実施
③-2 主権者教育に関する学校行事やホームルー ③-2 2年生全員を対象に12/16選挙スクールを実施した。また，2年生 積極的に行うこと 方を深く考えるよい契機とな ③-2,3 各課，各教
ム活動を年間８回実施(公民科) の「総合的な探究の時間」では,主権者として地域の課題について考 で，地域社会の一 る。生徒が社会の中で自らの 科との連携の更な

③-3 全体計画を作成し，その実施において教科， える取り組みを年間を通して8回以上実施した。 員であるとの自覚 立ち位置を考える大きなステ る深化
領域間の連携をはかる(全教員) ③-3 全体計画を作成することで，主権者教育における学校全体の目 も高まった。 ップになることを期待する。

標の明確化と教職員間における目標・計画の共通理解を行い，公民科 新型コロナウイ また，来年度より，18歳で成
や「総合的な探究の時間」，ホームルーム活動等との連携をはかるこ ルス感染症の影響 人になることの対応を充実さ
とができた。 で活動に制約があ せて欲しい。

ったが，校外の研
修に参加する生徒
が増加した。さら
に，コンテストへ
の入賞も増加し
た。
自己の成長の実

感には，振り返り
と教員による対話
が不可欠である。
それらの取組を工
夫していくことが
次年度の課題であ
る。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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重点課題 ４
「基本的生活習慣の確立と規範意識の育成」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度
評定 総合評価

総合評価（評定）
①遅刻者数（日平均）2.5人以下 ①遅刻者数（日平均）2.9人
（3.0人以下目標→2.6人） 交通事故発生件数 9件 評定

（全体レベル） 交通事故発生件数 5件以下 自転車安全カード（警告書）交付数 0人
生徒理解の深化と信頼関 （4件目標→8件） 特別に配慮し指導した生徒数 0.99％

係を基盤に，生徒自らが現 自転車安全カード（警告書）交付数 0人 交通安全意識の高揚度 99％
在及び将来における自己実 （新規） Ｂ
現を図っていくための自己 特別に配慮し指導した生徒数 1％未満
指導能力を育成する。安全 （新規）
・安心な学校生活と，違い 交通安全意識の高揚度 95％以上 ② 生徒相談週間を
を認め合える人間関係づく （新規） Ｂ Ｂ どのような形にす
りを推進する。また，より ②教育相談週間実施数 ３回以上 ②教育相談週間実施数 ３回 Ｂ るとより良くなる
よい校風を築いていくため （３目標→３） か思考し改善する。
に，学校のために何ができ ③いじめの未然防止に関する生徒指導教職員研修 ③いじめの未然防止に関する生徒指導教職員研修の実施１回
るかを考えさせる。 の実施 １回 いじめに関する項目 0.3％

（新規） 自分から挨拶ができている割合 87％以上
いじめに関する項目 １％未満 Ｂ
（新規）
自分から挨拶ができている割合 90％以上
（新規）

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見 ①-1 生徒指導便り
①社会的な自立に向けて， ①-1 生徒指導全校集会の実施(生指) ①-1 4/30 ,6/1,7/20 ,8/30 ,10/1,11/1,12/23,1/11リモートで生徒 予防的な指導が 遅刻者数と交通事故発生件 を発行し，講話の
基本的な生活習慣の確立 ①-2 遅刻指導週間の実施と改善指導の徹底(生指) 指導主事の講話を行い，自己指導能力の育成に努めた。 これから大切とな 数は関係があり微増している。質を上げる。
や，規範意識の向上を目 ①-3 登下校指導や街頭指導の実施(生指) ①-2 各学期に１回（4/19-23,10/19-22,2/7-10）年間３回実施した。 ってくる。自分の 交通事故の発生後は，事故事 ①-2 事故防止の観
指した教育を推進する。 ①-4 自転車・バイク点検の実施と講習会の実施 ①-3 毎月20日の学校安全の日の登校時に街頭指導を行った。交差点 可能性を信じ，自 例研究会を実施すると効果が 点からも継続実施

(生指) 14か所に正担任か副担任が立ち,自転車,バイクの安全,マナー等の指 分自身を高めてい あるのではないか。生徒の命 ①-3 下校時の指導
②教育相談体制の充実を図 ①-5 警察･補導センター等関係諸機関との連携 導を行った。また，毎日２名が校門に立ち登校マナー,挨拶,身だしな くスキルを身につ に関わることなので注視して を徹底し，送迎時
り，すべての生徒が安心 (生指) み等の指導を行った。下校時には教頭,生徒指導主事等がバイクの出 けさせたい。しか 欲しい。また，生徒のスマホ のマナーアップに
して学校生活を送れる学 入り口に立ち一時停止,左右確認等の指導や学校周辺の巡視を行った。し，自ら課題を見 の使い方が気になる。使い方 努める。
校作りを推進する。 ①-4 ４月に生徒指導課でバイク,正副担任で自転車の点検およびステ つけ，問題解決の の調査をしてもよいのでない ①-4 点検や講習会

ッカーの確認を行った。7/13全校生徒対象に, 交通安全講話を実施し スキルを身につけ か。生徒指導に関しては，生 は継続実施。交通
③「学校いじめ基本方針」 た。7/15阿北自動車教習所で第２学年を対象に原付安全実技講習会を るには，生徒それ 徒指導協議会との連携や全教 安全集会等で事故
の点検･見直しを図り， 実施した。ブレーキング,バランス走行を行い,指導助言を受けた。ま ぞれが理想を描い 員で内容を共有するなど，細 件数を減らす。
組織的にいじめの未然防 た交差点事故の実技検証を実施し，個々のケースに学んだ。 たり，自分なりの かく対応することができてい ①-5 さらなる連携
止に努める。 ①-5 生指協等を通して阿波吉野川警察署,補導センターと定期的に情 美学を持つ必要が る。 強化に努める。

報交換し,内容を職朝等で職員に連絡した。また問題行動の対応につ ある。安心安全な
いても連携を図り，助言を指導へ生かした。 環境を整え，自分

②-1 保健室相談機能の有効活用(教育相談,養教) ②-1 養護教諭がカウンセリングを実施し，家庭での問題や身体，性 自身とじっくり向 今年度より教育相談の専門 ② スクールカウン
②-2 情報の共有化と支援プランづくり(教育相談) に関する悩み等を聴き適宜担任等に報告した。 き合う時間をつく 家としてスクールカウンセラ セラーの周知方法
②-3 専門家による研修会の実施 (教育相談) ②-2 「支援を要する生徒」について，必要に応じて関係者会を開催 り，一人ひとりの ーの先生が継続的に来校して について改善する
②-4 教育相談週間の設定(教育相談) し情報交換を行い，支援の方向性等を検討した。 自主創造につなげ くれるようになったことは評 とともに,さらに活
②-5 スクールカウンセラーの派遣(教育相談) ②-3 教育相談職員研修会を人権教育課と合わせて実施した。7/7池田 たい。 価できる。お互いを認め合う 用しやすい状況を

支援学校 平岩真知氏を招聘し「合理的配慮の捉え方を知る」，11/16 教科担任や養護 人間関係づくりが築けるよう 作っていく。
おやこひろば桜梅桃李 柳谷和美氏「デートＤＶとその後～自分らし 教諭等からの情報 今後も研修を継続して欲しい。
く生きるためには～」の講演をオンラインで聴き研修を行った。 が，生徒の状況を
②-4 年間３回（4/12-16,/9-17,1/11-14）教育相談週間を設定した。 把握することに役
②-5 心理的な要因により学校に来られない生徒や不安を抱える生徒 立った。生徒の不
に，スクールカウンセラーが生徒や保護者のカウンセリングを実施す 安や悩みにいち早
るとともに，支援方法について指導助言を得た。 く気付くことがで

③-1 教職員の共通理解(生指) ③-1 学年会において,頭髪・服装指導等について共通理解と情報共有 き，学年等で情報 問題行動については，該当 ③-1 ハンドブック
③-2 いじめに関する教職員研修の実施(生指) を行った。また，問題行動発生時に生徒指導課と該当学年団が連携し 共有することがで 学年団を中心に全教職員が一 見直しを図り，わ
③-3 学期別２者面談の実施(生指) て動くとともに適宜職員会議を開催し，全教職員で対応した。 きた。また，カウ 丸となって一層の推進をお願 かりやすい指導を

③-2 生徒指導主事の研修の中から，本校の実情に合ったケースをピ ンセラーの活用 いする。問題行動への対処だ 心がける。
ックアップし，研修を実施した。 が，問題の早期解 けでなく，生徒に考えさせる ③-2 ケーススタデ
③-3 ②-4教育相談週間の項目に同じ。 決につながった。 生徒指導が大事ではないか。 ィーを実施する。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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重点課題 ５
「特別活動の活性化と豊かな人間性の育成」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度
評定 総合評価

総合評価（評定）
①生徒のＨＲ活動満足度 83％ ①生徒のＨＲ活動満足度 83％
（83％目標→83％） 評定 ① ＨＲ活動の新し

（全体レベル） 生徒の学校行事満足度 84％ 生徒の学校行事満足度 84％ い取り組みを考え
環境作りに主体的に取り （84％目標→84％） Ａ る。

組む意欲と実践力を育て 新企画数 3以上 新企画数 3 ② 部活動の広報活
る。 （３目標→３） Ｂ Ｂ 動を工夫・改善す

②部活動加入率 87％以上 ②部活動加入率 83％
Ｂ

る。
（87％目標→87％） ③ 生徒が主体的に
③文化祭肯定評価 92％以上 ③文化祭肯定評価 81％

Ｂ
取り組める学校祭

（下位組織レベル） （92％目標→75％） とする。
①生徒会の活性化

②部活動の充実・活性化 活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見
①-1 生徒による新しい活動の企画・運営（特活） ①－１球技大会，学校祭，予餞会，３年に一度の芸術鑑賞会をコロナ 規範意識，公共 コロナ禍で対応される先生 ① コロナ禍以前以

③学校行事（学校祭等）の 感染防止の観点により，新しい企画・運営で実施した。 の精神，社会貢献 方のご苦労に敬意を表する。 上の活発な活動を
活性化 ①-2 学校行事への主体的な参画（特活） ①－２生徒会や各部活動，各専門委員会が学校祭の計画・準備，球技 の意識を高めると 学校行事が中止ではなく形を 目指す。

大会の運営を行い，主体的な役割を担った。 ともに，豊かな人 変えて実施できたことは素晴
①-3 社会貢献活動への企画・実施及び参加 ①－３遍路道清掃活動を生徒会で企画し，35名が参加した。 間性・社会性を育 らしい。団体行動でしか身に

（特活） てている。 つかない人間力もあるので工
各部活動の大会等 夫して実施して欲しい。

②-1 顧問と生徒，保護者との良好な人間関係づ ②－１生徒の主体性を重視し，指導を行った。各部活動の大会は多数 は無観客や縮小で コロナ禍で部活動には影響 ② コロナ禍以前以
くり(部活顧問) が無観客での開催であったが，保護者との連絡を密にし，活動状況等 の開催であるが， が大きいが，生徒の学校教育 上の活発な取り組

の情報伝達を行った。 生徒達も参加，出 活動の重要な側面であり，意 みとともに,気を抜
②-2 部活動顧問会議の開催と意見交換 ②－２学期に１回部活動顧問会議を開催し，活動内容等の情報交換を 場することが出来 識低下や活動の脆弱化につな くこと無く新たな

(部活顧問) 行った。熱中症対策，体罰禁止，感染症対策の徹底を確認した。 た。感染防止対策 がらないよう支援をお願いし 生活様式として感
②-3 管理職への報告・連絡・相談の徹底 ②－３感染防止・熱中症予防の対応について職員に周知し，濃厚接触 を大前提として， たい。 染対策の徹底を継

(部活顧問) 者やＰＣＲ検査結果，怪我や熱中症等の報告を徹底した。 学校祭，球技大会， 続する。
②-4 部活動のスリム化（特活） ②－４調理部を廃部。 予餞会，芸術鑑賞
②-5 活動及び結果等の広報活動(部活顧問) ②－５11月17日の体験入学時や中学校進学説明会での活動紹介を行 会をできるだけ本

い，ホームページに大会結果や活動状況を掲載した。 来の形での開催を
③ 生徒の主体的な活動支援（特活） ③－１生徒会や専門委員会において，生徒からの企画・発案を促した。模索したが，縮小 生徒の主体的な取り組みは ③ 生徒会の新たな

やオンラインでの 重要である。インパクトのあ 企画を生み出せる
実施となった。生 る取り組みに対して支援をお ような組織運営に
徒達の前向きな取 願いする。 改善する。
り組みにより，充
実した活動ができ
た。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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重点課題 ６
「環境教育の充実と安心・安全な学校づくりの推進」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
①校内美化に関する満足度 65％ ①校内美化に関する満足度 教職員69％ 生徒48％
（65％目標→59.8％） Ｃ 評定

（全体レベル） ②地域清掃活動の各回参加者数 100人以上 ②地域清掃活動の各回参加者数 平均 189名
Ａ創造的な活動を通して集 （新規）

団，社会の一員としての自 ③生徒の防災意識度 75％以上 ③生徒の防災意識度 71.7％ Ｂ覚を深め，よりよい生活， （75％目標→71.2％） Ｂ Ｂ
環境づくりに主体的に取り ④生徒の朝食摂取率 93％以上 ④生徒の朝食摂取率 91.5％ Ｂ組む意欲と実践力を育て （93％目標→91.6％）
る。 ⑤生徒の野菜摂取率 80％以上 ⑤生徒の野菜摂取率 80.4％

Ａ（79％目標→83.1％）
（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見 ①-1 清掃内容につ

①-1 日常の清掃活動の徹底(環境・厚生) ①-1 各ＨＲが多くの清掃場所を担当しているが,学校全体として,時 日々の清掃活動 校舎も古いため満足度が低 いて具体的な目標
①衛生・美化意識の高揚 ①-2 教室等のゴミ分別の徹底(環境・厚生) 間を有効に活用しながら清掃活動に取り組んだ。 やゴミの分別，地 いのか，校内美化に関して教 を立て，積極的な

①-3 一斉大掃除の計画的実施(環境・厚生) ①-2 美化委員が毎日,教室のゴミの分別状況を確認して表に記入し， 域の清掃活動にき 職員と生徒間でずれがある。 取り組みを促す。
②環境教育・消費者教育の 分別を呼び掛けた。ほとんどの教室できちんと分別できていた。燃や ちんと取り組めて 今後もゴミの分別は継続して ①-2 継続実施
推進 せるゴミの分別は徹底できたが,ペットボトルと空き缶については， いるが，校内美化 欲しい。生徒の清掃や校内美 ①-3 清掃用具の整

わずかではあるが，あまり分別できていないとの報告もあった。 に対する生徒の満 化に対する意識を一層強める 備をはかり，指導
③防災教育の充実 ①-3 各学期はじめと終わり,学校行事の前に大掃除を実施した。毎日 足度は低かった。 ようさらなる働きかけの工夫 を継続

の清掃時間には十分に行き届かなかった箇所にも熱心に取り組んだ。 伝統ある校舎を大 をお願いする。
④健康意識の高揚と啓発活 ②-1 地域清掃活動の充実による環境ＩＳＯの推 ②-1 5/31，6/29，10/22，12/13に地域の清掃活動を実施した。環境 切にしながら，清 学校周辺や地域の清掃活動 ②-1 清掃方法を見
動の充実 進(環境・厚生) 委員と美化委員のほか，毎回多くの生徒が参加し，学校周辺の清掃活 掃後には，より美 を実施し，消費者教育やエシ 直し，機会の有効

②-2 教科間の連携による消費者教育(環境・厚生) 動や校内の草取りなどを行い，持ち帰ったゴミを分別した。 しいと感じられる カル消費教育を推進しており 活用をはかる。
⑤食育の推進 ②-2 公民科や家庭科を中心に，各学年で消費者教育を推進した。法 よう，清掃指導を 評価できる。SDG's具現の担い ②-2 教科間の連携

務省によるリーフレット「18歳を迎える君へ 契約について学ぼう」 継続する必要があ 手として生徒の成長を支援し 強化
や消費者庁による冊子「社会への扉」を活用したほか，成年年齢引き る。 て欲しい。
下げで消費生活はどう変わるかという視点で，Zoomによる講演を実施 机下避難訓練の
した。また，エシカル消費教育の一環として，１年生の料理レシピコ 実施により，12月
ンクール作品の中から，とくに，地元の野菜を使った作品を野菜と一 の地震の際にも，
緒に展示し，地産地消について学んだ。 生徒は迅速に机の

③-1 学校防災計画の作成と職員への周知(環境・厚生) ③-1 学校防災計画を作成し，職員に周知した。 下に潜り，的確な 防災・避難についての認識 ③-1 継続実施
③-2 防災避難訓練等の効果的な実施(環境・厚生) ③-2 4/30の全校集会では，防災士資格取得者の生徒3名が，全校生に 行動をとることが をさらに高め，地震に対して ③-2 継続実施

向けて，防災に関するプレゼンを行い，校内の防災意識の高揚に努め できた。教職員も，は日頃からの備えが大切であ
た。6/17に緊急地震速報行動訓練を実施した。事前に震度と揺れ等の 日常の訓練や防災 ることを十分理解，体得させ
状況について学習し，避難経路の確認を行った。また，7/13には徳島 教育の重要性を再 て欲しい。防災士資格取得者
中央広域連合中消防署と連携し，火災を想定した避難・消火訓練を実 認識した。 である生徒の防災に関するプ
施した。9/1の防災の日には防災HR活動を実施し，生徒は資料や防災 教職員が正しい レゼンは継続して欲しい。
クイズを通して地震について学んだ。 心肺蘇生法やＡＥ

④-1 心肺蘇生法・食物アレルギーに関する講習 ④-1 5/25 大島器械 前田氏による心肺蘇生法（ＡＥＤ）講習会，養 Ｄ，エピペン注射 自らの健康に関心を持ち， ④-1 シミュレーシ
会の実施(環境・厚生) 護教諭による食物アレルギーに関する講習会を実施した。 の使用方法を理解 生活習慣改善に努め，安心安 ョン実習の導入

④-2 「保健だより」の効果的な活用(環境・厚生) ④-2 保健だよりの教室掲示に当たりＨＲで生徒厚生委員が内容説明 し，傷病者への迅 全な生活の確保と維持を常に ④-2 継続実施
④-3 厚生委員会活動の活性化(環境・厚生) を行った。内容は生徒の健康課題に合ったものやタイムリーな情報を 速かつ適切な対応 考えられる生徒の育成を尚一 ④-3 厚生委員がリ
④-4 保護者や関係機関との連携(環境・厚生) 集め，見やすいレイアウトを工夫した。毎月の保健だよりはホームペ 能力を身に付ける 層お願いしたい。 ーダーとなり，よ
④-5 学校保健委員会の充実と結果の活用(環境・厚生) ージにも掲載し，夏休み号は三者面談で全員に配付した。 ことができた。 りよい生活習慣を

④-3 手洗い場の管理（石けん液，消毒液の補充），健康診断の補助， 生徒厚生委員 継続させていく指
阿波高祭の救急処置活動，保健だより教室掲示の事前指導等，年間を は，自らが保健・ 導方法の工夫
通して活動を支援した。また，厚生委員と生徒有志で加湿器のお手入 衛生の重要性につ ④-4 継続実施
れ動画を作成し，厚生・環境・美化の合同委員会を開催し，各ＨＲに いて認識するとと ④-5 家庭との連携
設置した加湿器の清掃について事前指導を実施した。 もに，委員として 強化
④-4 12/15 徳島大学大学院教授 滝沢宏光氏とＡＷＡがん対策募金理 の役割を果たすと
事 宮本良之氏を招聘し，１年生を対象に「がんにならない生活を送 いう責任感が育っ
ろう」と題した講演とがん検診を勧めるメッセージカードの作成を実 た。
施した。 生徒が心身の健
④-5 12/7 学校保健委員会を開催した。学校医，学校歯科医，学校薬 康を保ちながら，
剤師より，感染症予防や歯と口の健康，生活習慣改善等について指導 よりよい学校生活
助言を得た。内容については保健だより１月号に掲載し，生徒，教職 や社会生活を送れ
員に周知した。 るよう，今後も教

⑤食育全体計画の組織的な実施(食育ﾘｰﾀﾞｰ) ⑤家庭科を中心に各教科，領域において食育が推進できるよう，食育 科または職員間の 食育は大切である。朝食の ⑤HR活動での食育
全体計画を作成した。家庭科では，夏休みに１年生全員がオリジナル 連携を図りながら 摂取ができるよう更なる取り 推進
の料理レシピを考えてコンクールに出品し，生徒は，自分自身の健康 健康，環境に関す 組みを希望する。
な食生活に対する意識を高めることができた。 る指導や，消費者

教育，食育を推進
していく必要があ
る。

＊ 「評定」の基準
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重点課題 ７
「地域に開かれた魅力ある学校づくりの推進」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度
評定 総合評価

総合評価（評定）
（全体レベル） ①阿波高校への満足度 80％以上 ①阿波高校に入学して（させて）良かったと「思う」，「や

積極的に情報発信を行う （新規） や思う」の合計
Ａ

評定
と共に地域と密接に連携を 生徒：８８％ 保護者：８９％
図りながら魅力的な学校づ ②本校Webサイト更新回数 年間50回以上 ②本校Webサイト更新回数 ６６回（令和3年12月時点）

Ａ Ａ
Ａ

くりを推進する。 （新規）
③学校説明等訪問中学校 10校以上 ③学校説明等訪問中学校 10校 Ａ

（下位組織レベル） （10校以上目標→10校）
活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見 ①進路・部活動の

①魅力ある学校づくり ①-1 学校教育活動全般及び部活動の充実(教頭) ①-1 コロナ禍の中，各教科等の授業や特別活動を感染対策をとりな 学校評価アンケ コロナ禍での教育活動に様 実績を向上させる
がら計画通りに実施することができた。また，タブレット活用の環境 ートの「阿波高校 々な工夫改善がなされている。ために引き続き教

②積極的な情報発信 も整えることができた。また，部活動においても練習時間の短縮や練 に入学して（させ 継続的して取り組みをお願い 育活動を充実させ
習試合に制約がある中，練習メニューを工夫しながら各部とも充実し て）良かったと思 したい。これまでの取り組み ると，同時に可能

③広報活動の充実 た活動を行えた。 いますか。」の問 が高い評価を得たことは大変 な限り業務改善も
①-2 業務改善の推進(教頭) ①-2 調理部の廃止，土曜補習の中止，夏休みに閉庁日の設定が行え いに対して，生徒，よかった。 進めていきたい。

た。完全下校時間を設定し，業務改善が進んだ。 保護者共に肯定的
② 本校Webサイトの充実(情報･図書課) ② 令和2年度から開始されたWebサイト移行作業が令和3年6月に完了 な回答が９０％近 今年度，本校のＨＰはよく ②多くの方々にと

し，各ページの更新作業を再開した。校内の教育活動や校外で実施し くあり，本校の取 読まれている。更新回数66回 って，本校につい
た行事等の紹介，各御家庭や周辺地域への連絡等，情報発信に活用し 組にほぼ満足して はとても多い。先生方も大変 て最初に得る情報
ている。また，閲覧方法の多様化に対応し，PC,タブレット，スマー いるものと考えて な作業となるが，こまめな更 がWebサイトからの
トフォン等，いずれの端末に対してもレイアウトの整ったページにな いる。アンケート 新をお願いしたい。ＨＰの内 ものである可能性
るよう工夫している。 の自由記述では， 容を充実させて，阿波高の魅 は高い。常に美し
令和3年4月1日～4年1月28日間のアクセス数1,458,209回(4,977回/日) ＨＰの行事予定の 力を発信して欲しい。 い状態を保ち，必

更新に関する要望 要な情報がすぐに
が多かった。 見つかる構成にす

るとともに，タイ
ムリーな情報発信
を心がける。

③-1 中学校での学校説明会の実施（教務課） ③-1 依頼のあった１０中学校の進学説明会等に校長と教務主任が出 地域の普通科進学校の役割 ③-1 石井中学校，
向き，本校教育の概要等を説明した。また，中学校への個別訪問を実 を果たしつつ，魅力ある学校 高浦中学校への訪
施し，中学校長及び進学主任等に本校教育の概要等を説明した。 づくりを推進していただきた 問の実現
③-2 オープンスクールを実施し，ＩＣＴを活用した授業および部活 い。 ③-2 中学生体験入

③-2 学校公開（授業等）の実施（教務課） 動を公開した。 学の再開

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった


